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研究成果の概要（和文）： 
オーストラリアで開発された遺族満足度調査票、FAMCARE Scaleの日本語版を完成した。訪

問看護師を対象にした面接調査の質的分析により、在宅での看取りを阻害する6因子を抽出した。
1) 死ぬ場所についての思い、2) がん終末期の症状コントロール不足、3) 医療者の治療観、4) 介
護継続困難から来る施設死への流れ、5) 看取る家族の不在、6) 多職種の連携不足、であった。
前研究班の成果と合わせ、適切なシステム開発に寄与する諸課題が明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 First, we developed the formal Japanese version of the FAMCARE Scale to assess 
satisfaction of the bereaved family members. Second, we revealed the six factors which 
might hamper the completion of the patients’ lives at home by qualitative analyses of 
the transcripts from interviews to the nurses: (1) thought about the place of death, (2) 
insufficiency of symptom control for end-stage cancer patients, (3) therapeutic views of 
healthcare professionals, (4) a stream of death at hospital which was led by the 
difficulty of continuing the care, (5) lack of family members who take care of the 
patients, (6) insufficient cooperation with healthcare professionals. The results of this 
study along with our previous study could clarify many problems possibly to contribute 
to develop an effective home palliative care system by a multidisciplinary team 
approach. 
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１．研究開始当初の背景 
 適切な環境さえ整えば、終末期は慣れ親し
んだ自宅で過ごしたいという人々は多い。し
かしわが国においては、従来、在宅緩和ケア
はなかなか普及してこなかった。 
一方、岡山市においては、数年来、地域の

複数の医療福祉種が協力して関わる、比較的
よく機能しているように見える多職種関与
の在宅緩和システムの先駆的モデルがあっ
た（緩和ケア岡山モデル：以下、岡山モデル）。 
そこで、2006-2007年度の科学研究費補助

金助成による研究班で、地域に密着した、一
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般化可能性のある多職種関与の在宅緩和ケ
アシステムの開発を目的として、主に以下の
2種類の研究を行った。 

 
（１）岡山モデルの促進あるいは阻害因子を
明らかにするための、専門職を対象とした質
的研究 
促進因子としては、１）プライマリケア・

チーム（プライマリケア医[GP]、訪問看護ス
テーション、訪問介護ステーション、薬局、
後方病院、など）と、緩和ケア専門チーム（緩
和ケア専門の技術を持った医師・看護師・医
療ソーシャルワーカー、作業療法士、など）
が参加する学習会の定期開催、２）両チーム
の十分な情報共有、３）プライマリケア・チ
ームによる緩和ケアに特有なケアの理解、
４）両チームの適切な役割分担、５）プライ
マリケア・チームの尊重、６）訪問看護ステ
ーションの中心的役割の重視、７）緊急体制
の構築、８）介護保険の活用、９）福祉職と
の連携、であった。 
さらに、すでに備わっている、あるいは不

足している人的医療資源や、役割と関連の概
要が明らかになった。 

 
（２）在宅緩和ケアシステムのアウトカムと
しての家族（遺族）満足度調査 
家族（遺族）満足度調査のための適切な定

量的尺度がわが国になかったため、オースト
ラリアの研究者が開発した FAMCARE 
Scale（20 項目）の日本語版を開発者の許可
を得て作成し、それを用いて 83 人の遺族を
対象に満足度調査を行った。 
比較対照はないものの、満足度が平均より

も高い回答の項目が 5割を超えた。 
特に、１）痛みの緩和、２）質問への医療

専門家からの回答、３）家族面談への医師の
適切な応需、４）症状に対して医師が払う注
意、５）主治医が患者のために取る時間、の
評価が高かった。一方、入院用ベッドの常時
確保、に課題を残した。 

FAMCARE Scale日本語版のvalidation確
認のために、因子分析も同時に行った。 
 
２．研究の目的 
上記１．の（１）（２）の調査結果を元に、
一般化可能性がさらに高いシステムを開発
する目的として、今回の研究班では以下の研
究を行った。 
（１）FAMCARE Scale日本語版の完成 
（２）在宅における看取りを阻害する因子の
分析 
 
３．研究の方法 
（１）FAMCARE Scale日本語版の完成 
開発における翻訳過程の詳細の確認と、前

研究での使用実績とその分析から得られた、

実施可能性と妥当性について確認を行い、正
式な日本語版を完成する。 

 
（２）在宅における看取りを阻害する因子の
分析 
①面接調査の対象 
終末期の在宅緩和ケアに関わり、看取りを
経験している訪問看護師 5名であった。調査
期間は 2010年 8月～10月。 
②調査方法 
まず半構造的な面接ガイドを作成し、それ
に沿って面接を行いデータを収集した。面接
対象者からは録音に了承を得た後、面接を行
った。 
録音したデータを逐語録に起こし、それを
熟読し、簡潔な文章に表現した。同じ意味内
容のデータを集合させサブカテゴリーとし、
抽出されたサブカテゴリーをさらに集合さ
せカテゴリーとした。 
分析過程では，研究指導者のスーパーバイ
ズを受け、研究の信頼性と妥当性の確保に努
めた。また倫理的配慮に関しては、研究協力
者に研究について説明後、参加への拒否権や
プライバシーの保護に関することを明言し
た上で研究協力の同意を得た。 
 
４．研究成果 
（１）FAMCARE Scale日本語版の完成 
実施可能性が高かった。また、開発時に明
らかにならなかった因子として、日本語版で
は、１）十分な情報量、２）医療者の態度、
３）家族への教育サポート体制、４）緊急時
の対応の 4因子が同定され、ドメイン別の分
析の可能性が示された。 
 
（２）在宅における看取りの阻害因子の分析 

6カテゴリー、22サブカテゴリーが抽出さ
れた。 

6 カテゴリーは、１）死ぬ場所についての
思い、２）がん終末期の症状コントロールの
不足、３）医療者の治療観、４）介護継続困
難から来る施設死への流れ、５）看取る家族
の不在、６）多職種の連携不足、であった。 
 
 前研究班と本研究班の成果を統合すると、
一般化可能性のある多職種関与の在宅緩和
システムを構築するための課題として、下記
の事柄が明らかになった。 
 
１）関わるすべての職種の情報の共有と連携
の強化、役割分担の明確化 
２）プライマリケア・チームの症状コントロ
ール技術の向上と後方病院の確保、訪問看護
ステーションの重視 
３）緩和ケア専門チームによるプライマリケ
ア医の尊重 
４）患者家族あるいは行政の課題として、在



 

 

宅看取りを可能とする環境の整備、特に、世
帯人数の減少の防止と、介護・福祉制度の積
極的活用の促進 
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